
　　

2
0
1
4
年
を
振
り
返
る
と「
輝
く
女
性
」

や「
女
性
の
活
躍
推
進
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
へ

の
注
目
度
が
急
上
昇
し
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

政
府
が
経
済
再
生
に
向
け
て
打
ち
出
し
た
成

長
戦
略「
日
本
再
興
戦
略 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ 

ｉ
ｓ 

B
a
c
k
」の
な
か
で
重
要
な
政
策
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る「
女
性
の
活
躍
推
進
」、そ
の
意

図
は
左（
※
1
）の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
輝
く
女
性
」や「
女
性
の
活
躍
推
進
」が

叫
ば
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、女
性
が
輝
い
て

い
な
い
・
輝
け
て
い
な
い
現
状
、女
性
が
活
躍

し
て
い
な
い
・
で
き
な
い
現
状
が
あ
る
こ
と
の

裏
返
し
と
も
言
え
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？
世
界
経
済
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
毎
年
発
表
し
て
い
る
各
国
の
男
女
格

差
を
測
る
指
数
で
、経
済
分
野
、教
育
分
野
、

政
治
分
野
、保
健
分
野
の
デ
ー
タ
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。2
0
1
4
年
レ
ポ
ー
ト
で

日
本
は
前
年
よ
り
１
つ
順
位
を
上
げ
た
も
の

の
、142
か
国
中
104
位
と
い
う
残
念
な
結
果
で

し
た
。特
に
政
治
分
野
、経
済
分
野
の
男
女

格
差
の
大
き
さ
が
、日
本
の
順
位
を
引
き
下

げ
て
い
ま
す
。（
図
表
1
、図
表
2
）

　

具
体
的
に
見
て
み
ま
し
ょ
う
。ま
ず
政
治
分

野
に
つ
い
て
で
す
。「
平
成
26
年
版 
男
女
共
同

参
画
白
書
」（
以
下
、「
白
書
」）に
よ
れ
ば
、国

会
議
員
に
占
め
る
女
性
の
割
合
は
、2
0
1
3

年
12
月
現
在
で
衆
議
院
8.1
％
、参
議
院
16.1
％

で
し
た
。2
0
1
3
年
の
地
方
議
会
で
は
、特

別
区
議
会
で
25.9
％
、市
議
会
で
13.1
％
、都
道
府

県
議
会
で
8.8
％
、町
村
議
会
で
8.7
％
、女
性
議

　特に、これまで活かしきれて
いなかった我が国最大の潜在力
である『女性の力』を最大限発
揮できるようにすることは、少子
高齢化で労働力人口の減少が
懸念される中で、新たな成長
分野を支えていく人材を確保し
ていくためにも不可欠である。 
　女性の労働参加の拡大や、
経営への参加の促進は、これ
まで以上に多様な価値観を取り
込む新たなサービス・製品の
創出を促進し、社会全体に活力
をもたらすほかに、家庭の単位
で見ても、ダブルインカムが
実現されることで、家計所得と
購買力が増大し、景気の好循環
が動き出し、豊かさが実感でき
るようになる。

出典「日本再興戦略 Japan is Back」

「
女
性
の
活
躍
推
進
」の
ゆ
く
え

（
公
財
）横
浜
市
男
女
共
同
参
画
推
進
協
会

納
米  

恵
美
子

働
い
て
い
る
人
で
す
。問
題
は
そ
の
内
訳
で
、

正
規
の
職
員
・
従
業
員
が
雇
用
者
全
体（
役
員

を
除
く
）に
占
め
る
割
合
を
男
女
別
に
見
る

と
、2
0
1
3
年
、女
性
は
44.2
％
、男
性
は

78.8
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、図
表
3
を
見

て
わ
か
る
よ
う
に
女
性
の
短
時
間
労
働
者
の

給
与
は
男
性
一
般
労
働
者
の
約
半
分
で
、短
時

間
労
働
者
同
士
で
も
男
女
間
で
は
女
性
の
方

が
給
与
は
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
数
字
を
見
れ
ば
、日
本
に
お
い
て

政
治
分
野
、経
済
分
野
で
男
女
格
差
が
大
き

い
こ
と
は
一
目
瞭
然
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
「
女
性
の
活
躍
推
進
」は
経
済
政
策
の
一
環

と
し
て
、政
府
の
肝
い
り
で
進
め
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、1
9
9
9
年
に
公

布
・
施
行
さ
れ
た「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本

法
」（
以
下
、「
基
本
法
」）の
前
文
に
は
、左（
※

2
）の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

1
9
9
9
年
と
い
え
ば
、「
失
わ
れ
た
10

年
」と
言
わ
れ
る
90
年
代
末
に
あ
た
り
ま
す
。

基
本
法
前
文
に
示
さ
れ
た「
少
子
高
齢
化
の

進
展
」と「
社
会
経
済
情
勢
の
急
速
な
変
化
」

は
、当
時
か
ら
現
在
ま
で
、ど
う
変
化
し
た
の

で
し
ょ
う
か
。ま
ず
、少
子
化
の
状
況
を
見
て

み
ま
し
ょ
う
。合
計
特
殊
出
生
率
は
最
低
を

記
録
し
た
2
0
0
5
年
の
1.26
よ
り
は
持
ち
直

し
た
も
の
の
、2
0
1
3
年
は
1.43
と
な
っ
て
お

り
、人
口
が
減
ら
な
い
水
準
と
さ
れ
る
2.07
を

大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。高
齢
化
の
状
況
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。現
在
は
4
人
に
1
人
が

65
歳
以
上
で
す
が
、10
年
後
に
は
3
人
に
1

人
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。働
き
手
・
支
え
手
が
減
っ
て
、支
え
ら

れ
る
側
が
増
え
て
い
る
と
い
う
す
う
勢
に
ス

ト
ッ
プ
が
か
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

基
本
法
施
行
以
来
、実
は
こ
う
し
た
課
題

認
識
か
ら
の
政
策
は
継
続
し
て
試
み
ら
れ

て
き
て
い
ま
す
。

　
「
女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
策
」
は
、

2
0
0
2
年
当
時
の
小
泉
首
相
か
ら「
構

造
改
革
の
一
環
と
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野

に
お
け
る
女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
促
進
す

る
こ
と
を
検
討
す
る
よ
う
に
」と
の
指
示
に

基
づ
い
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

2
0
0
3
年
4
月
に「
男
女
共
同
参
画
会

議
基
本
問
題
専
門
調
査
会
」が
ま
と
め
た

文
書
に
は
、「
女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
策

の
必
要
性
・
緊
急
性
」に
つ
い
て
、
右
（
※

3
）の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
基
づ
い
て

「
上
」へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し
て
管
理
職
を

め
ざ
す
な
ど
女
性
の
政
策
・
方
針
決
定
過

程
へ
の
参
画
と
活
躍
、「
横
」へ
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
と
し
て
転
職
や
資
格
取
得
な
ど
新
た
な

活
躍
の
場
を
広
げ
る
こ
と
、そ
し
て「
再
」

チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し
て
出
産
・
育
児
等
で
離
職

し
た
女
性
へ
の
再
就
職
支
援
の
必
要
性
が

提
唱
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
策
」が
打
ち

出
さ
れ
て
か
ら
約
10
年
後
の
2
0
1
2
年

6
月
、「
女
性
の
活
躍
に
よ
る
経
済
活
性
化

を
推
進
す
る
関
係
閣
僚
会
議
」に
お
い
て

「
女
性
の
活
躍
促
進
に
よ
る
経
済
活
性
化
行

動
計
画
│
働
く
な
で
し
こ
大
作
戦
」が
ま
と

め
ら
れ
ま
し
た
。2
0
0
8
年
に
起
き
た

世
界
的
金
融
危
機
、リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の

影
響
は
日
本
に
も
大
き
く
及
び
、さ
ら
に

2
0
1
1
年
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
と

原
子
力
発
電
所
事
故
は
日
本
社
会
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。こ
う
し
た

状
況
に
お
い
て
、「
日
本
再
生
戦
略
」の
な
か

に
位
置
付
け
ら
れ
た
行
動
計
画
が「
働
く
な

で
し
こ
大
作
戦
」で
す
。そ
の
冒
頭
の
文
章
に

目
を
向
け
て
み
ま
し
ょ
う
。（
※
４
）
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男
女
格
差
が
大
き
い
日
本
の
現
状

2
0
1
4
年
の
流
行
語「
輝
く
女
性
」

員
ゼ
ロ
の
町
村
議
会
も
4
割
近
く
あ
る
と

い
う
状
況
で
す
。納
税
者
と
し
て
の
女
性
と

い
う
視
点
か
ら
考
え
た
と
き
、女
性
の
意
思

が
政
治
に
十
分
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
状

況
は
条
理
が
通
ら
な
い
と
言
え
ま
す
。今

後
、こ
の
状
況
が
ど
う
な
る
か
注
目
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

次
に
経
済
分
野
に
つ
い
て
で
す
が
、白
書
に

よ
れ
ば
、男
女
と
も
に
働
い
て
い
る
人
の
9
割

近
く
は
雇
用
労
働
者
、つ
ま
り
は
雇
わ
れ
て

社
会
経
済
状
況
へ
の
対
応
と
し
て
の

男
女
共
同
参
画
の
系
譜

構
造
改
革
と

女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

　
少
子
高
齢
化
の
進
展
、国
内
経
済
活
動

の
成
熟
化
等
我
が
国
の
社
会
経
済
情
勢
の

急
速
な
変
化
に
対
応
し
て
い
く
上
で
、男

女
が
、互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ

責
任
も
分
か
ち
合
い
、性
別
に
か
か
わ
り

な
く
、そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮

す
る
こ
と
が
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
は
、緊
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

出
典「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」

　少子高齢化、グローバル化、
高度情報化等我が国の社会経
済情勢が急速に進展する中、女
性を取り巻く環境は今後さらに
急激に変わると予想される。
（中略）このような状況の中で、
女性が十分に活躍できていな
い現状を踏まえると、男女がと
もに生きがいをもって充実した
暮しができるようにするため、
意欲と能力のある女性が社会
で活躍し、男性もゆとりある生
き方を目指す、暮らしの構造改
革の実現が必要不可欠である。
また、男性も女性も安心して将
来を設計することができる社会
を目指すことや男性の働き方
の見直しを含めた女性のチャレ
ンジを阻む社会制度・慣行の見
直しなど社会経済の構造改革
も必要不可欠である。
出典：男女共同参画会議基本問題専門調査会

「女性のチャレンジ支援策について」

働
く
な
で
し
こ
大
作
戦

55.4

55.1

50.7
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の
う
ま
い
　  

え       

み      

こ

※1

※3
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女性が働きやすい環境を整え
社会に活力を取り戻す

ジェンダー・ギャップ指数国別順位
世界経済フォーラム

順位 国　名 国　名

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

100

アイスランド
フィンランド
ノルウェー
スウェーデン
デンマーク
ニカラグア
ルワンダ
アイルランド
フィリピン
ベルギー

ベリーズ

ガーナ
タジキスタン
アルメニア

モルディブ
モーリシャス
マレーシア
カンボジア
スリナム

イエメン

順位

101
102
103

105
106
107
108
109

142

104 日本

図表 1

経済参画［0.618］

政治参画［0.058］

1
0.8

0.4
0.2
0

0.6

ジェンダー・ギャップ指数を
算出する4分野の日本のスコア

図表 2

教育
［0.978］

健康
［0.979］

平成26年版「男女共同参画白書」掲載データに基づいて作成
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25平成 （年）

0

男性一般労働者を100とした時の
短時間労働者の1時間当たり平均所定内給与格差の推移

図表 3

男性短時間労働者の給与水準
女性短時間労働者の給与水準

40

60

80

100

90%縮小

42.9 44.3

51.9

48.5

53.3


